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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、英国を代表する言語学者 Richard A. Hudson が新た

に開発し、改良を重ねている WG 理論(New Word Grammar, NWG)の枠組みを把握し、その認知

文法的、あるいは構文文法的影響を探ることであった。3 年間に亘って予定していた研究計画

に従い、これをほぼ遂行し、NWG の修正点、改良点を明らかにし、言語理論として有望であ

ると結論付けた。研究成果は、論文としても公刊したが、2011 年中には Kyoto Working Papers in 

English and General Linguistics Vol. 1、『ハドスンの英文法』として開拓社よりそれぞれ、論文集、

書籍として刊行する。 

 
研究成果の概要（英文）：The project is a three-year (April 2008 - March 2011) joint Anglo-Japanese 

research on Word Grammar and its application to the analysis of English and other languages including 

Japanese.  The overall goal of this three-year project is to find out simple and economic ways of 

explaining seemingly complicated and complex phenomena mainly in English in the framework of WG. 

The research has been carried out quite successfully and achieved its research goals. The result has 

shown that NWG is a powerful and promising linguistic theory with its disadvantages overcome and 

removed.  The research results include the translation into Japanese of Richard Hudson’s book An 

Introduction to English Grammar based on New Word Grammar, which will come out in later 2011 and 

the publication of Kyoto Working Papers in English and General Linguistics Vol.1, incorporating the 

research results reported in the workshops both in Japan and the UK, along with the online discussions 

on the various topics related to NWG across the globe. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 言語学の分野で'Language is a conceptual 

network.' (Hudson 1984)という thesis を最初に
唱えたのは R.A. Hudson で現在の Cognitive 

Grammar の旗手である R.W. Langacker よりも
早い。また、R.A. Hudson は、文法に component

を設ける modular な立場をとらず、文の
semantic structure はその syntactic structure を
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naïve に反映させたものであると考える。
semantic structure の説明には model と instance

の間の inheritance の原則(isA relation)を使っ
て、人間の cognition の仕組みを反映させた
NWG 理論を展開している。 

(2) 今回の研究は、2002-2004 年度の科研費
による WG 研究の成果の上に展開し、代表者
が今までに行った WG 理論に基づく英語・日
本語の統語･意味構造研究の集大成で、
Sugayama & Hudson (2005)の継続研究である。
今回は国の内外の研究者と大規模に連携あ
るいは協力するので、以前より大きな成果が
期待された。 

 

２．研究の目的 

今回の研究の目的は、新たに進化した WG が
既 存 の Cognitive Grammar, Construction 

Grammar などの文法とどのように異なり、ど
こが文法理論として優れているかを、英語を
中心に考えるが、日本語、トルコ語の統語･
意味構造の分析にもこの理論が有効である
かどうかを探ることも、研究の射程に入れて
いる。 

 

３．研究の方法 

(1) 研 究 対 象 の 理 論 の 提 唱 者 Richard 
Hudson が英国の London 大学にいるので、彼
を海外共同研究者にした。また、研究代表者
の長年の友人で同じ枠組みで研究している
研究者が英国、スペインにいるので、意見交
換、討論、workshop の開催などのため共同研
究者とした。 

 
(2) 海外共同研究者： 

Prof. Emeritus Richard A. Hudson, Dept of 

Linguistics, University College London, UK. 

Dr Andrew Rosta, Dept of Cultural Studies, Univ. 

of Central Lancashire, UK. 

Dr Nikolas Gisborne, Dept of English Language 

and Linguistics, Univ. of Edinburgh, UK. 

Dr Jasper Holmes, Centre for English Language 

Teacher Education, University of Warwick, UK. 

Dr Joseph Hilferty, Departament de Filologia 

Anglesa i Alemanya, Facultat de Filologia, 

Universitat de Barcelona, Spain. 

 
(3) 比較すべき文法（理論）の専門家として
以下の各氏を連携研究者として、研究に参加
してもらった。各氏は夫々の専門分野から
NWG の枠組みを検討した。 

連携研究者： 

渡辺 勉（拓殖大学商学部教授、WG を中心
とした依存文法による英語の文法と意味の
記述） 

高木宏幸（近畿大学文芸学部教授、Cognitive 

Grammar） 

五十嵐海理（龍谷大学社会学部准教授、意味

論・語用論） 

住吉 誠（摂南大学外国語学部准教授、
Traditional Grammar, Corpus Linguistics） 

前川貴史（北星学園大学短期大学部講師、
Construction Grammar, 語彙意味論, HPSG） 

 

(4) 研究代表者は、その専門分野である、統
語論と意味論の Interface/Linking の問題をと
くに研究した。 

 

(5) また、代表者が前任校の神戸市外国語大
学大学院博士課程後期で指導した、一般言語
学が専門で、(N)WG をトルコ語の分析に用い
て研究成果を上げている吉村大樹君（大阪大
学世界言語研究センター特任助教・京都府立
大学共同研究員）を研究協力者とした。あわ
せて、代表者が京都府立大学大学院文学研究
科博士後期課程で指導した、現在京都精華大
学助手の宮下亜矢子君も研究協力者として
参加し専門の Construction Grammar の立場か
ら NWG を批判的に検討した。 

 
(6) 国内の連携研究者、研究協力者とは、研
究会・workshop を 2 ヶ月に 1 回京都府立大学
などで開催し、活発な研究会活動を行った。 

 

(7) これらの研究活動の成果は、日本英語学
会第 1 回国際 Forum(2008 年 4 月 26-27 日、東
京外 国語大学 ) 、 First Conference of the 

International Society for the Linguistics of 

English, ISLE1 (Freiburg, Germany, 8-11 

October 2008)、The 18th International Congress 

of Linguists (Seoul, 21-26 July 2008)、日本英語
学会第 2 回国際 Forum(2009 年 4 月 25-26 日、
奈 良 女 子 大 学 ) 、 The Third International 

Conference on the Linguistics of Contemporary 

English, ICLCE3 (Institute of English Studies, 

Univ. of London, UK, 14-17 July 2009)、英語語
法文法学会第 5 回英語語法文法セミナー
（2009 年 8 月 7 日、関西学院大学梅田キャン
パス）、2010 Winter International Conference on 

Linguistics (Konkuk Univ., Seoul, 5-6 Jan. 2010)、
MANAVI M.A.P. International Symposium on 

Language Education: A New Perspective on 

Grammar of the English Langugae for 

Communicative Language Teaching(Grand Cube 

Osaka, Osaka, Japan, 20 Feb. 2010)、日本英語学
会第 3 回国際 Forum(2010 年 4 月 24-25 日、青
山学院大 )、SICOL 2010 Seoul International 

Conference on Linguistics 2010 (Korea 

University, Seoul, 23- 25 June 2010)、英語語法
文法学会第 18 回大会（2010 年 10 月 16 日、
日本大学文理学部）の symposium、日本英語
学会第 28 回大会(2010 年 11 月 13 日、日本大
学文理学部)、電子情報通信学会「思考と言語
研究会」『文型と意味』 (2011 年 2 月 4 日、
東京、機械振興会館)において、代表者の単独



 

 

発表、代表者と連携研究者、研究協力者の共
同による symposium、workshop などで公開し、
専門家からのコメントを積極的に求め、研究
成果の質を客観的に高めた。 

 

(8) 英国･スペインにいる共同研究者とは
email による日々の意見交換、代表者が渡英
した際の意見交換、共同 workshop などで緊密
に連携を取りながら研究を進めた。 

 
(9) New Word Grammar 理論についての公刊、
未公刊の文献収集のため、2008 年 8 月 13 日
から 9 月 11 日、2009 年 8 月 12 日から 9 月
10 日、2010 年 8 月 6 日から 9 月 13 日、3 回
に亘って英国へ出張した。 

 

(10) 英国へ出張時は、London 大学 University 

College London 、 Daiwa Anglo-Japanese 

Foundation において、海外共同研究者の Prof. 

R.A. Hudson 、  Dr Andrew Rosta, Dr Nik 

Gisborne, Dr Jasper Holmes, Dr Joseph Hilferty

の各氏と共同研究、workshop を行った。これ
らの活動は、国外、国内での口頭発表、論文
の作成、研究成果の執筆に大いに役立った。 

 

４．研究成果 
(1) New Word Grammar(NWG)では、文の統
語構造は図 1 のように動詞を中心として分析
される。 

図 1 I like short examples の構造 

 

(2) 今回の研究では、おもに Hudson (2010)

で開陳された New Word Grammar 理論の修正
点を明らかにした。 

(3) NWG は一般的認知能力を言語構造の説
明にも導入しようとする言語理論であり、人
間の知識が network のような構造を有してい
るとする仮定が、言語知識のみではなく非言
語的知識にもあてはまること、さらに NWG

が Chomsky の理論、HPSG、CG、CxG などの
競合する言語理論の多くと同じように、言語
知識の獲得や学習がどのような過程を経て
行われるのかという問いにも解答を提示し
ている点で言語の普遍性の説明を目指す有
望な理論であることを明らかにした。 

(4) WG の枠組みでは、概念の network 

(conceptual network)は、音韻、形態、統語、
意味といった言語構造の分析のレヴェル、あ
るいは言語的・非言語的概念の如何にかかわ
らず、人間の一般的認知能力を考慮に入れた
ものと考えられている。具体的には、network

は、異なる 2 つの概念を何らかの関係で連結
すると NWG では仮定しているが、この概念
どうしをつなぐ様々な関係のうち、とりわけ
isA 関係(isA relation)は重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 isA 関係 

(5) isA 関係とは、概念がある category の具
体例(exemplar)であるとき、その category から
様々なプロパティ(特質、property)を継承する
(inherit)関係であると言える。また、node は
複数の別の nodeと isA関係を有していても許
される(Multiple Inheritance)。言語知識におい
て語それ自体も様々な特性を有する category

の一種と見なされる。node が独自の値を有し
ている場合は、isA 関係を別の category に対
して持っていてもその値と両立しないもの
は継承しないとするディフォールト・インヘ
リタンス ( 初期値的な特質継承 Default 

Inheritance)の枠組みを NWG は採用している。
NWG は、isA 関係、関係概念の項(argument)、
その値(value)といった関係概念に加えて、人
間が生得的に関係づける能力を有している
と想定される数量(quantity)に関するリンク、
さらに、複合的な isA 関係を認定することで、
様々な特性を継承することを可能にする。場
合によっては矛盾する 2 つの特性を継承して
しまう可能性もあり、このことを防ぐために、
異 な る 2 つ の category が 選 択 的 集 合
(choice-set)を構成し（NWG の枠組みでいう
or-relation）、言語構造において互いに矛盾す
る特性を同時に継承しないような枠組みを
NWG は具備していることを示した。 

図 3 isA 関係を利用した文の統語・意味構造 

(6) 人間には、空間あるいはそれを拡張した



 

 

時間に関する認知能力として、ある概念を別
の概念と相対的に位置づけができる能力が
あるとされる。このことを NWG では「ラン
ドマーク」(Landmark)という関係が概念どう
しの間に存在することで説明する。プロパテ
ィには、ある概念から別の概念に一方的に向
かう単純なもの（eg 車の燃料は石油である）
と概念の間に複数の関係があるもの（eg 車の
動力供給源はモーターである一方、モーター
は車に対して前方に位置するという位置関
係がある）があり、このような関係性がディ
フォールト・インヘリタンスの操作に影響を
及ぼすことを確認した。NWG における特筆
すべき特徴は、概念的 network が静的なもの
ではなく、知覚等によってコンセプトが認識
された瞬間に、それに対応する node（NWG

の用語では token node）が生成され、そこか
ら既存（すでに脳の中に蓄積されている）の
関連する様々なコンセプトに向かって node

の活性化が拡散（spread activation）し、適当
な node が見つかるや否や、その node から最
初に生成された node に向かって情報が継承
される（inheritance が起こる）という言語処
理のモデルが想定されていることにある。
NWG では、経験に対応する node が既存の適
切な node を探し、同一の概念のものであるか
どうかを認定することは、束縛(binding)とい
う心的活動により行われると仮定する。この
心的活動は、生成文法などの理論では照応
(anaphora)の説明に用いられる。これが、言語
構造の説明のみならず、言語処理や概念の学
習など、より広い現象にも関与している可能
性があることを NWG が示唆していることも
指摘した。 
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